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＜あらまし＞ 自律した学習には，学習過程のモニタリングと自己評価が必要だが，キャリア

コンサルタントを対象とした自己リフレクションにおいて，自らのリフレクションの状態をモ

ニタリングして評価する指標や手法が見られない．本研究では，キャリアコンサルタントを対

象として，自己リフレクションを自己評価できる項目を抽出した．結果，４つの上位項目と 13

の下位項目を明らかにできた． 
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1. はじめに 

キャリアコンサルタントは，2016 年に知識

や技能の継続的な質の保証を目的に国家資格

化され登録者数が増加する一方，専門性の 

維持と資質向上が課題となっている(特定非

営利活動法人キャリアコンサルティング協議

会 2023)． 

星野(2024)は，GIBBS(1998)のリフレクテ

ィブサイクルを用いたキャリアコンサルタン

ト向けの自己リフレクション教材を開発し，

課題の明確化と改善に向けた行動目標の設定

に一定の有用性を確認した．教材によって体

系立てた自己リフレクションが可能になった

一方で, 教材使用の継続回数による成果の差

が見られ，自己リフレクションに取り組む学

習の継続と効力感が課題となった． 

ZIMMERMAN(1986)が提唱している自己調

整学習では，学習者の自己効力は，目標設定，

自己モニタリング，自己評価等の自己調整過

程の実行を介して学習への動機づけに影響す

るとしている．開発した教材では，自己リフ

レクション過程のモニタリングや自己評価が

できる要素が含まれていなく，継続した学習

への動機づけがなされなかった可能性がある． 

リフレクション評価については，AKBARI 

et al.(2010)が，教師を対象として，実践的，

認知的，メタ認知的，情動的，批判的，道徳

的の６要素でリフレクションを評価する尺度

を開発している．この尺度は，異なる教育分

野への適用可能性を示唆している． 

また， KORTHAGEN(2005)は，教師育成に

おいて，より深いリフレクションが成長能力

の育成にも寄与するとし，リフレクションを，

６段階に分けたモデルを提唱している． 

このように，講師教育の分野ではリフレク

ションの評価に関する研究が行われているが，

キャリアコンサルタントにおける自己リフレ

クションの評価も検証する必要がある． 

2. 研究目的 

本研究では，キャリアコンサルタントがリ

フレクションの段階をモニタリングして自己

評価できる指標の開発に向けて，評価する項

目を明らかにする．本研究では，自分に焦点

を当てて省察する活動をリフレクションとし，

その中で，学習者自ら単独で実施する省察を

自己リフレクションとする． 

3. 研究方法 

3.1. 評価項目の抽出 

自己リフレクション教材を使用した国家資

格キャリアコンサルタント 23 名に行った教

材の使用状況に関する半構造化インタビュー

から，自己リフレクションに関する発話を抜

き出し，単独の意味になるように分けた結果

64 の発言が抽出できた． 
64 発言を，内容の類似性を基準に分類した

結果，19 グループに整理でき，それぞれラベ

ルを付与した． 
3.2. 専門家レビュー 

グルーピングとラベルの妥当性について，

専門家(20 年以上のキャリアコンサルティン

グの実務経験と，スーパーバイザーとして豊 
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富な指導がある１級キャリアコンサルティ

ング技能士)によるレビューを対面で受け，主

に次のコメントを得た． 
・グルーピングの見直し 
「気分の落ち込み」と「自己効力感の低下」，

「行き詰まり」と「第三者視点の欲求」など，

内容が似通っているグループは統合できるの

ではないか． 
・各ラベルの表現の見直し 
発言内容の一部を強調している表現がある．

例えば，「知識の不足」は，「不足」ではなく

「偏り」ではないか． 
・グループ間の関連 
グループによっては，影響し合うグループ

がある．そもそも，言語化ができなければ，

リフレクションにならないのではないか． 
・視点の不足 
発言内容がグループ名に表れていない点が

ある．特に，第三者の視点が入らない自己リ

フレクションにおいては，過信や誤認識は支

援に悪影響を及ぼすため，注意が必要である． 

4. 結果 

専門家レビューの結果を経てインタビュー

発言のグルーピングとラベリングを再考し，

表１の通り，上位項目４つと下位項目 13 に分

類できた． 

5. 考察 

本研究では，キャリアコンサルタントが，

自己リフレクションについて語ったインタビ

ュー内容から，自己リフレクションの評価項

目を検討した．上位項目として分類した，「気

づき」「態度」「方法」は，AKBARI et al.の評

価尺度ではメタ認知的要素に該当する項目で

あった．この評価指標はリフレクションの評

価であるため，メタ認知的以外の５要素には，

リフレクションツールや学習者の捉え方の視

点が入っている．本研究では，自己の課題に

焦点を当てた教材での自己リフレクションに

おいて焦点化したため，他の５要素に該当す

る項目がなかったと考える．一方で，自己リ

フレクションの状態を把握する指標としては，

有用である可能性が示唆できた． 
また，リフレクションを，教師がパフォー

マンスを改善するためのアイディアの実践と

する AKBARI の定義から，キャリアコンサル

タントが自己リフレクションを通じて，実戦

に繋げられたを評価するには，上位項目の「変

化」も必要な項目だと考える． 

6. 今後の課題 

本研究では, 自己リフレクションを自己評

価するための項目を検討した．今後は，抽出

した項目を用いてルーブリックやチェックリ

ストなどの開発に取り組み, 専門家レビュー

と IDer レビュー，形成的評価を実施し，評価

ツールとしての有用性を評価する．  
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表 1 自己リフレクション評価項目 

上位 下位 

気
づ
き 

知識の偏りの把握 

できていない行為の明確化 

できている行為の承認 

目指す姿の明確化 

態
度 

抵抗の受容 

謙虚な姿勢 

リフレクションの心理的準備 

ネガティブ感情の受容 

方
法 

言語化のスキル 

自己評価の根拠の明確化 

垂直的なリフレクション 

多様な視点によるリフレクション 

変化 行動の変容 
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